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Chapter10　消費社会と映像（２）　視聴率をめぐる攻防　/ＣＭ制作の舞台裏　
1. ＰＲの意味[public relations]
(1)会社や官公庁などが事業内容や施策などを一般に広く知らせること。 
(2)売りこみ。宣伝。（三省堂インターネット新語辞典）
2.マインド・シェア

　消費者のマインドに占める企業・製品イメージの占有率を、　　　　　　　　　　　　　という。
　これを大きくすることによって、「まず好意を獲得し、その好意をもとに利潤を得る」ことができる。
3. 延べ視聴率- GRP[Gross Rating Point]
・ＣＭの浸透度は、ＣＭの放送回数と、その視聴率の掛け合わせ（Reach×Frequency）で求まる。
　これを、Gross Rating Point、略して　ＧＲＰという。

1回の視聴率が10％の番組を、100回放送すれば、GPRは1000ポイントとなる。民放局や広告代理店は、このＧＰＲのポイントを広告主である企業に約束して放送を成立させる。約束したポイントに達しない番組は放送打ち切りになる。テレビ局、企業にとって、視聴率が死活問題であるゆえんである。これからは視聴率だけでなく、「視聴質」が問われているということも、理解しておくべきだ。

4.ＣＭの「法則」

・３Ｂの法則…Beauty、Baby、Beast（美女・赤ん坊・動物：広告の3要素）
・ＡＢＣの法則･･･Animal、Beauty、Child（動物・美女・子供:上に同じ）

・AIDMAの法則…ATTENTION、INTEREST、DESIRE、MEMORY、ACTION
             (注意させ、興味を抱かせ、欲しがらせ、心に刻みつけ、買わせる)
・５Iのルール…IDEA、IMPACT、INTEREST、INFORMATION、IMPULSION
（発想・衝撃・興味・情報・刺激）＝広告コピーの基本的ルール                

　・AIUCRAの法則…Attention（注目）、Interest（興味）、Understand（理解）、Confident（確信）、

Remembrance（記憶）、Action(行動)
5.　電通PRセンター戦略十訓

・かつて、電通PRセンター戦略十訓として知られた原則は、Ｖ･パッカード『浪費をつくり出す人々』からとられたとされ、以下のような項目があげられている。

1 もっと使わせろ　　　　　　　　　②　捨てさせろ　　
③　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿いさせろ　　　　　　④　季節を忘れさせろ　　
⑤　贈り物をさせろ　　　　　　　　　　　⑥　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿で買わせろ

7 きっかけを投じろ　　⑧　流行遅れにさせろ　　
⑨　気安く買わせろ　　　⑩　＿＿＿＿＿＿＿＿＿を作り出せ

6. 世界のＣＭ
　　　　　ＣＭには多額の資金と労力が費やされて、その表現力は、いまや芸術の域に達している。映像表現から、国民感情や風土・風習の違いといったものも如実に伝わってくる。いっぽうで、映像の力によって、企業の主張が民族や言語の違いを越えて伝わってくる。これは商業経済主義が世界に広がったこと、世界中がマーケットになったということの証左であるといえ、一方ではこのような商業万能主義に対する批判も根強い。カナダのテレビ放送局は、放送免許認可の一部として、ＰＳＡ（企業や商品の宣伝ではなく公共的な意味のある映像メッセージのこと）を放送することが義務づけられている。

7. CMの放送基準
　ＣＭの内容についての一定のルールや禁忌（タブー）、ＣＭそのものの総放送量の規制、公共広告の義務づけなどがある。日本では、日本民間放送連盟という機関が放送基準を持っており、ＣＭの放送基準がある。
　　日本民間放送連盟　放送基準(http://www.nab.or.jp/htm/ethics/base.html)　より

　　　13章　広告の責任 

　　　　(86) 広告は、真実を伝え、視聴者に利益をもたらすものでなければならない。

　　　　(87) 広告は、関係法令などに反するものであってはならない。

　　(88) 広告は、健全な社会生活や良い習慣を害するものであってはならない。
